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豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

広

ど
こ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
る
か
な
？

◉木もくまつり IN英彦山（詳細は４ページ）



田
裕
介
さ
ん
に
よ
る
大

衆
演
劇
に
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法

人
添
寿
会
の
職
員
に
よ

る
勇
壮
な
太
鼓
が
披
露

さ
れ
、
大
盛
り
上
が
り

の
会
場
。
添
田
東
女
性

の
会
の
健
康
体
操
で
は
、

会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
元

気
に
手
や
足
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
福
引
き
抽
選
会
で
は
、
参

加
者
全
員
に
景
品
が
あ
り
、
町
特
産

品
な
ど
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
の
皆

さ
ん
。
最
後
は
、
行
政
区
長
会
の
齊

藤
公
志
会
長（
添
田
中
）の
万
歳
三
唱

の
音
頭
で
盛
況
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

３　広報そえだ（平成 30年 10月号） 広報そえだ（平成 30年 10月号）　２

ご長寿万歳

と
応
援
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
大

正
５
年
生
ま
れ
で
、
102
歳
の
古
賀
ミ

ツ
ヱ
さ
ん（
新
城
）ら
101
歳
以
上
の
方

や
、
今
年
度
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る

皆
さ
ん
の
代
表
者
に
寺
西
町
長
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
内
の
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
合
唱

や
お
遊
戯
を
披
露
。「
い
つ
ま
で
も
、

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
園
児
た

ち
か
ら
の
か
わ
い
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
添
田
町
婦
人
会
の
優

雅
な
踊
り
や
こ
ぶ
し
の
会
に
よ
る
コ

ー
ラ
ス
、
素
敵
な
歌
声
を
披
露
し
た

商
工
会
女
性
部
長
の
武
貞
眞
弓
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
添
田
町
出
身
の
本

↑岩崎さんに100歳のお祝い状が手渡されました↑皆さん大喜び、本田さん㊨の大衆演劇

↑こぶしの会が素敵なハーモニーを披露 ↑かわいいお遊戯でお祝いする真木保育園児

太鼓や演歌、大衆演劇など大盛況
のアトラクション。参加者は「毎
年、楽しく敬老会に参加でき、う
れしいです」と話していました。

大盛況のアトラクション

↑内閣総理大臣からのお祝い状を受け取る嘉納さん ↑家族が見守る中、お祝い状を受け取る鳥居さん

鳥居モミ子さん（添田中）、田中トモヨさん
（峰地北）、嘉納ツヤ子さん（旧三崎）、岩崎
キミコさん（豊川）、山本カヨさん（庄西）
ほか【順不同／ 9月１日現在】

平成30年度100歳を迎える皆さん

101歳以上の12人、今年度節目
の年齢を迎える100歳６人、99
歳10 人、88歳94人、77歳138人、
75歳139人の方がおられ、代表
者に敬老会当日、寺西町長から
記念品が手渡されました。

長寿と節目の年をお祝い

↑敬老会で寺西町長から記念品を贈られた101歳の木森重馬さん ↑88歳の記念品を受け取る篠嵜サヨ子さん（上落合二）

　

敬
老
の
日
を
前
に
９
月
12
日
、
今

年
度
100
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
を
寺
西

町
長
と
大
野
博
仁
福
岡
県
田
川
保
健

福
祉
事
務
所
長
が
訪
問
し
、
長
寿
の

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
訪
問
先
で
は

身
支
度
を
し
た
長
寿
の
皆
さ
ん
が
、

家
族
と
一
緒
に
元
気
な
笑
顔
で
寺
西

町
長
を
迎
え
ま
し
た
。「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

健
康
で
い
て
く
だ
さ
い
。
元

気
な
姿
で
、
ま
た
会
い
ま
し

ょ
う
」
と
寺
西
町
長
が
声
を

か
け
て
、
お
祝
い
状
を
手
渡

す
と
「
は
い
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
力
強
い
握

手
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

町
に
は
現
在
、
101
歳

以
上
の
高
齢
者
が
12
人

お
ら
れ
、
元
気
に
生
活

し
て
い
ま
す
。
健
康
で

長
寿
の
皆
さ
ん
は
、
町

の
誇
り
で
す
。
町
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
か

ら
子
ど
も
ま
で
皆
さ
ん

が
安
心
し
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

９
月
16
日
と
17
日
の
両
日
、
オ
ー

ク
ホ
ー
ル
で
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い

す
る
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対

象
と
な
る
75
歳
以
上
の
敬
老
会
該
当

者
は
、
２
１
４
３
人
で
２
日
間
で
約

850
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

寺
西
町
長
が　
「
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
町
の
活
力
へ
と
生
か
し
て

く
だ
さ
い
。
人
生
100
年
の
時
代
で
す
。

町
も
ご
長
寿
の
皆
さ
ん
を
し
っ
か
り

楽
し
い
余
興
に
拍
手
喝
采

敬
老
会
は
今
年
も
大
盛
況

ご壮健とご長寿を祝して

↑元気いっぱい、たから保育園児のお遊戯

↑添田東女性の会の皆さんによる健康体操

手以お

　町内の75歳以上の高齢者は2,143人。
皆さんの長寿と健康を祝い、そして、
これからも楽しく元気に、いつまで
も健康で長生きしてほしい。そ
んな思いを込めた敬老会が今
年も盛大に開催されました。

↑歌声を披露する武貞さん

→
添
田
音
頭
を
踊
る
添
田
町
婦
人
会

◉平成30年度添田町敬老会

長寿と節目の年をお祝い長寿と節目の年をお祝い

→
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
健
康
長
寿
。
大
正
５
年
生
ま
れ
102
歳
の
古
賀
ミ
ツ
ヱ
さ
ん

勇壮な太鼓で敬老会を盛り上げた
社会福祉法人添寿会の皆さん

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
に

100
歳
の
お
祝
い
を
贈
る

↓「長寿の皆さんは町の誇りです。
これからも健康で長生きしてくだ
さい」とあいさつする寺西町長



５　広報そえだ（平成 30年 10月号） 広報そえだ（平成 30年 10月号）　４

９月15日と16日の両日、木をテーマに楽しみながら木について学べ
るイベント「木もくまつりIN英彦山」が初めて開催され、会場のひ
こさん花工房は大勢の親子連れなどで賑

にぎ

わいました。

９月
るイ
こさ

チェーンソーを使って丸太から彫刻作
品を生み出すチェーンソーカービング

木で作ったサンタクロース
カンナで削ってマイ箸づくり

木
と
あ
そ
ぶ
！　

ま
な
ぶ

！　

ふ
れ
あ
う
！　

を

合
言
葉
に
9
月
15
日
、
16
日
に

ひ
こ
さ
ん
花
工
房
で
「
木
も
く

ま
つ
り
IN
英
彦
山
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
英
彦
山
地
域
デ
ザ
イ

ン
Ｌ
Ｌ
Ｐ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

ト
も
ん
、
添
田
木
材
有
限
会
社

な
ど
6
団
体
が
「
ひ
こ
さ
ん
木

も
く
協
議
体
」（
廣
田
敏
正
代
表
）

を
設
立
。「
森
林
の
荒
廃
が
流
木

の
発
生
に
つ
な
が
る
」
と
協
議

体
で
は
山
林
保
全
を
目
的
に
、

子
ど
も
た
ち
に
木
に
触
れ
、
学

ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
メ
ン
バ
ー
は
４
月
か
ら
話

し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

　

木
で
作
ら
れ
た
巨
大
ピ
タ
ゴ

ラ
装
置
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、

木
の
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
で
楽

し
む
子
ど
も
た
ち
。
ま
た
、
金

づ
ち
や
ヤ
ス
リ
な
ど
を
使
う
木

工
体
験
、
国
際
大
会
で
優
勝
経

験
も
あ
る
林
隆
雄
さ
ん
（
山
口

県
）
に
よ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
カ

ー
ビ
ン
グ
の
実
演
な
ど
も
行
わ

れ
２
日
と
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
木

の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
、
木
で
遊

び
、
木
に
つ
い
て
学
ん
だ
、
と

て
も
有
意
義
な
１
日
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

災害を防げ。木に触れ、
木を学ぶイベント盛況

木もくまつりIN英彦山

楽しい仕掛けがいっぱい。
3メートを超える巨大ピタゴラ装置

ようこそ !!　木もくまつりへ !
上手に金づち使えたかな？

木で遊ぶって楽しいよ

多くの家族連れで賑わう会場

第23回 添田町

フォトコンテスト
撮影場所▶町内全域

　添田町の四季折々
のベストショットを
お待ちしています。

問 役場まちづくり課  ☎ 82-1236

11月30日　　〆切金

会場▶オークホール

問 オークホール  ☎ 82-2559

第44回 添田町総合文化祭

　踊りや歌、大正琴、
コーラスなどをステ
ージで披露する華や
かな芸能部門と、華
道や書道、下げもん、
水墨画などの力作が
並ぶ展示部門。今年
も皆さんの磨き抜か
れた芸や作品を、ぜ
ひご覧ください。

11月３日土・４日日 

会場▶オークホール駐車場

問 役場地域産業推進課商工業振興係  ☎ 82-5962

第31回ふる里まつり

　　今年も町内の特
産品や伝統工芸品、
農林産品などを展示
即売します。ジャガ
イモやカボチャなど、
姉妹町北海道美深町
の特産品も販売。ス
テージイベントもあ
り、家族みんなで楽
しめる２日間です。

上中元寺観光協会主催

上中元寺薬師堂大祭
会場▶上中元寺薬師堂

　県指定文化財で、
平安時代に病気平癒
のために安置された
と伝えられている薬
師如来。１年の家内
安全と無病息災を願
いませんか。イベン
トも行われます。

問 観光協会山本さん  ☎ 090-3798-0648

11月４日　　　　日 10時～

上津野村づくり推進協議会主催

　　　　収穫祭
会場▶上津野活性化センター

問 協議会陣矢さん  ☎ 090-1874-5555

11月３日　　　　10時～

自然にふれよう
in 津野

祝

　今年で21回目とな
る上津野地区の収穫
祭。農林産物や杵つ
き餅、ジャンボおに
ぎりなどの即売、ト
ルコギキョウの競り
など楽しいイベント
がいっぱい。

添田町の特産品を販売

英彦山男魂祭in北九州

会場▶リバーウォーク北九州

問 役場まちづくり課  ☎ 82-1236

11月11日　　　　日　10時～16時

　九州北部豪雨災害
で、今年も現地開催
が困難であるため、
リバーウォーク北九
州で、物産販売やパ
ネルの展示などを行
い、元気な添田町を
アピールします。

そえだまち

秋の

イベント
2018

３日

14日

添田町内小学生による

夏休み作品展
会場▶Space for you Ⅱ―Ⅴ―Ⅰ

　小学生の、個性あ
ふれる力作をご覧く
ださい。

問 廣田さん  ☎ 090-1875-3111

10月
日

〜
水

11時～17時

３日▷９時～16時
４日▷10時～16時

27日▷９時30分～16時
28日▷10時～16時10月27日土・28日日 



保険料や受給年金が
控除や課税の対象に

◉保険料は全額社会保険料控除の対象

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・住民
税の社会保険料控除の対象となります。社会保

険料の控除を受けるためには、毎年１月１日から12月
31日までの間に支払ったことを証明する書類の添付が
義務付けられています。１月１日から９月30日までの
間に国民年金保険料を納付した人には「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が10月下旬から11月上旬に
日本年金機構から送付されま
すので、年末調整や確定申告
の際に添付してください。
　なお、10月１日から12月31
日までの間に初めて保険料を納付した人には、翌年の
１月下旬に証明書が送付されます。また、家族の国民
年金保険料を納付した場合も本人の社会保険料控除に
加えることができます。

◉老齢や退職年金などは所得税の課税対象

老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得とし
て所得税の課税対象となります。（障害年金・遺

族年金は課税されません。）
　課税対象となる人には、日本年金機構から扶養親族
等申告書が送付されますので、10月31日水までに必ず
提出してください。提出を忘れると各種控除が受けら
れず、所得税の源泉徴収額が多くなる場合があります
のでご注意ください。なお、年金以外に収入がある場
合は確定申告が必要です。

●平成31年分「扶養親族等申告書」が送付される人
① 65歳未満で年金額が 108 万円以上の人
② 65歳以上で年金額が 158 万円以上の人
問 直方年金事務所（☎ 0949-22-0891）
　 お問合せダイヤル（☎ 0570-081-240）

　出張年金相談

【田川青少年文化ホール／☎ 44-6470】
▷毎月第１・３木曜日　10時～16時
【川崎町コミュニティセンター／☎ 72-3000】
▷毎月第４木曜日　10時～16時
※相談は予約制。基礎年金番号をお知らせください。

■ 問い合わせ・相談予約
　 直方年金事務所お客様相談室（☎ 0949-22-0891）

大自然の中で、あなたも林業に触
れてみませんか。興味のある人

はもちろん、興味のない人もこの機会
に挑戦してみてください。

◉とき　11月18日日９時～15時30分
◉集合場所　ＪＲ添田駅
◉開催場所　添田町大字津野
◉募集人数　20人程度
※中学生以下は保護者が同伴してください。
◉締め切り　10月31日水
◉参加費　500円／傷害保険加入

問 役場地域産業推進課林業振興係
　 （☎ 82-5962）

感じよう！山の恵み・森の力

森林ふれあいツアー
参加者募集

雨天
決行

●●●体験内容●●●

▶シイタケの駒打ち・収穫
▶木工体験 など

ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION

町内一部の防災無線のスピー
カーで音達調査を行います。

スピーカーの音量の調査ですので、特
に皆さんが行動する必要はありません。

◉実施時期　10月中旬頃
◉実施時間　９時頃～17時頃
※１か所のスピーカーに対して数回テスト
放送を行います。
※天候不良の場合は実施しません。
※調査する場合は事前に放送でお知らせし
ます。
問 役防災管理課防災安全係（☎ 82-4002）

ご理解・ご協力をお願いします

防災無線の
試験放送をします

。
特
せん。

回テスト

知らせし

2-4002）

ます

　 （☎ 82-5962）

知っておきたい年金の豆知識

添田町には 5つの小学校があ

りますが、児童数の減少、

新時代に即した新しい教育環境の

提供などを背景に、１つの学校に

統廃合を行う方向性で検討してき

ました。昨年度、５つの小学校区

で説明会を行いましたが、統廃合

後の地域のあり方や統廃合による

子どもたちへのメリット・デメリッ

トなど、不安に思われている人も

少なくないことが分かりました。

　そこで統廃合の時期（平

成34年４月開校を目指す）

については一旦白紙とし、

統廃合の是非を早急に語

るのではなく、統廃合を

した場合のメリット・デ

子どもたちのため、
地域や保護者が語り合い
充実した教育環境を目指す

添田町教育委員会
学校教育課（☎ 82-5963）

↑9月12日、落合小学校体育館で行われた添田町立小学校の明日を考える会。少人数に分かれて、席替えをしながら話し合いを進める方法で行いました

メリット、統廃合をせずに学校を

存続させた場合のメリット・デメ

リット、統廃合に関わらずに、こ

れからの地域をどう活性化してい

くかなど、地域や保護者の皆さん

が共に語り合う「添田町立小学校

の明日を考える会」を開催してい

ます。

　８月下旬から９月中旬にかけて、

小学校区ごとに開催した第１回の

概要について報告します。

教
育
の
ひ
ろ
ば

添田町立小学校の明日を考える会添田町立小学校の明日を考える会

●皆さんからの意見
　各会場で出された意見の一部
を抜粋して掲載します。詳細に
ついては、今後、町ホームペー
ジに掲載します。

▶テーマ①未来のために子ども
　たちにつけて欲しい力とは？
・自分たちで考え、行動する力
・簡単に諦めない力
・コミュニケーション能力
・それぞれが認め合える力

▶テーマ②それを実現するため
　の学校の役割とは？
・主体性、多様性を身に付けさ
　せるような授業
・安心して勉強できる環境
・集団生活を行う上での人間と
　しての基礎づくり
・地域との交流を活発に

　次回は11月初旬から中旬にかけて開催の予定です。主なテーマは「10年後の地域の未来をどうするか」。１
回目の話し合いの内容を受けて、小学校区ごとの実情に応じた内容で話し合いを進めます。日程などの詳細
が決まり次第、組回覧や学校を通じたチラシ配布などでお知らせします。お菓子や飲み物も用意してお待ち
していますので、ぜひご参加ください。
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→
明
日
を
考
え
る
会
の
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

←
考
え
る
会
で
の
話
し
合
い
の
ル
ー
ル



My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。
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　オークホール

で８月25日、福

岡県立大学看護

学部准教授の渡

邉智子さんを講

師に介護につい

て考えるセミナ

ーが開催されま

した。渡邉さん

は「今後の介護

の課題として少子高齢化は他人事ではない。男女とも自

分で未来の介護を予測することが大切」と語り、生き生

きと健康的に過ごすためのストレッチなども行いました。

男女共同参画推進セミナー

男女でともに考える介護のかたち

↑町内の40代から90代の男女35人が参加しました

　道の駅歓遊舎

ひこさんで８月

21日、本町で地

域おこし協力隊

として活動する

神吉能宜さんと

松尾銀河さんに

よるワークショ

ップが行われま

した。今回は鹿

のツノを削って、オリジナルのナイフの持ち手となる柄

づくりに挑戦。参加者は、鹿のツノを鉄ヤスリで削り、

自分だけのオリジナルのナイフの柄を完成させました。

地域おこし協力隊ワークショップ

鹿のツノを削って作ったナイフの柄

↑安全で正しいナイフの使い方講習も行われました

　町立図書館で

９月13日、読書

会教養講座とし

て、松本清張記

念館学芸員の栁

原暁子さんによ

る講演会が行わ

れました。講座

では、松本清張

の人物像や作品

についてのクイズを出題。小倉で40年間過ごしたローカ

ルな部分や、今なお海外で翻訳出版されるなど世界的に

広がりを見せる文学性について楽しみながら学びました。

町立図書館読書会教養講座

作品から読み解く、作家・松本清張

↑北九州市の松本清張記念館は今年で開館20周年

↑鎌で刈った稲は太陽の光に照らし乾燥させました

　８月28日、農

地パトロールの

出発式が行われ、

農業委員会が、

地区内の農地を

見回り、違反転

用がないか、農

地が適正に利用

されているか調

査を行いました。

遊休農地は火災や病害虫の発生原因になったり、隣接の

住民や農地への悪影響を及ぼしたりする恐れがあるため、

除草や病害虫駆除など、農地の適正管理をお願いします。

↑農業委員会では随時農地をパトロールしています

農地パトロール出発式

農地の適正管理をお願いします

　中元寺小学校

の全校児童50人

が９月11日、学

校前の田んぼで

稲刈りを行いま

した。５月に全

校児童で田植え

を行い、中元寺

の自然を愛する

会（宮金美樹会

長）の皆さんが管理し、黄金色に実った稲穂を児童たちは、

赤とんぼの舞う中で鎌を使い刈っていきました。収穫し

た稲穂は、天日干しで乾燥して給食などで使われます。

中元寺小学校で稲刈り

たわわに実った稲穂の収穫に笑顔

　中学生が仕事をしている人と接し、自らも

体験することで、働くことの意義や目的を知

る職場体験学習。８月28日と29日の２日間、

添田中学校２年生が町内外の事業所で職場体

験学習を行いました。社会の中で仕事に対す

るやりがいや不安を身をもって感じながら、

無限の可能性を秘めた将来設計をデザインす

るひとつのきっかけとして、真剣に取り組む

生徒たち。添田町役場で職場体験した樋口大

翔さんと坂本耕介さん、福島康生さんの３人

は、英彦山にある観光リンゴ園に取材に行き、

カメラで写真を撮ったり、経営者の星野沢人

さんにインタビューしたりしていました。

添田中学校職場体験

働くことの意義や目的を知る↓中学生が英彦山観光りんご園を取材した様子は「ひこゆずブログ」で見ることができます

添田駅のにぎわいづくり

園児たちの絵が添田駅を彩る

　昨年の九州北部豪雨で夜明駅までが不通と

なっている添田駅に町内の園児たちが描いた

絵が飾られています。添田駅に、にぎわいを

作ろうとＪＲ九州筑豊篠栗鉄道事業部やその

管内の駅に勤務する女性職員らが企画。町内

の６つの保育園の園児たちが描いた絵を順番

に飾っていきます。９月10日は聖光保育園の

園児30人が、自分の顔や列車や駅、沿線の風

景などを色あざやかに描いた６枚を待合室の

壁に貼りました。「かわいい絵が描けた。列車

は大好きなので、みんなで乗りたい」と大喜

びの園児たち。絵は来年２月まで６つの保育

園が１か月交代で順番に展示する予定です。

↓添田駅の待合室にＢ１サイズ（縦72.8センチ×横103センチ）の大きな絵を６枚飾りました

　県立東鷹高校教諭の杉本京介さん（豊川）と

同校２年生の杉本誠道さん(同)の兄弟が９月

29日から福井県で開催の「しあわせ元気国体」

にレスリングで出場が決定。大会前の９月25

日、寺西町長から激励を受けました。成年男

子フリースタイル74㎏級に出場する兄、京介

さんは東鷹高出身で、母校教諭として後輩を

指導しながら選手としても５回目の国体出場。

弟の誠道さんは、お兄さんら先輩に憧れ、強豪

東鷹高レスリング部に入部。２年生ながら少

年男子グレコローマンスタイル60㎏級に出場

します。ふたりは「兄弟そろって表彰台を目指

したい」と力強く意気込みを語っていました。

福井しあわせ元気国体に出場

兄弟でつかんだ全国への切符 ↓寺西町長から「ぜひ、オリンピックを目指して」と激励を受けた兄・京介さん㊨と弟・誠道さん㊧

　津野小学校・

ひかり保育園・

地域合同運動会

が９月16日、津

野小学校グラウ

ンドで行われま

した。親子で仲

良く競技を楽し

む園児や練習の

成果を発揮し、

力を合わせて頑張る児童たちにと一緒に地域の皆さんも

地区対抗競技などで大盛り上がり。会場の皆さんからは、

盛んな声援が飛びかうなど楽しい運動会となりました。

津野小学校・ひかり保育園・地域合同運動会

パワー全開。みんなの笑顔に金メダル

↑園児や小学生、地域の皆さんが一緒に楽しむ運動会



　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

11月生まれは、10月15日月
までに投稿ください！ ３歳までのお子さん

募集中です

　お子さんの写真にメッ

セージを添えて、役場総

務課広報・秘書係まで持

参してください。下記の

アドレスから、メールで

投稿することもできます。

問 役場総務課広報・秘書
　 係（☎ 82-1231）
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10月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

杣友 彩
あいら

未夢ちゃん 
10月15日生 ❸・上中元寺

彩未夢ちゃん３才のお誕生日お
めでとう！弟の旭

あやと

未人くんと仲
良く元気に育ってネ。

内村 心
みく

咲ちゃん 
10月18日生 ❷・野田

みくちゃん、２歳のお誕生日お
めでとう♪家族皆大好きだよ
お姉ちゃん&お兄ちゃんといつ
までも仲良くね♪

◉
11
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

10
月
15
日
月
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

何
思
う
黄
色
の
涙
女
郎
花　
　
　
　
　
　

武
田　

晴
子

い
ま
ど
き
の
案
山
子
愛
ら
し
田
を
駆
け
る　

森
田　

竹
子

枝
豆
の
一
粒
づ
つ
に
あ
る
小
部
屋　
　
　

大
池
み
ど
り

【
俳
句　

投
稿
】

浴
衣
着
て
踊
る
女
の
流
す
汗　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

や
き
芋
の
ぽ
っ
こ
り
に
お
う
昼
下
が
り　

本
川
ミ
ツ
子

刻
々
と
わ
が
身
世
に
旧
り
髪
洗
ふ　
　
　

島
津
余
史
衣

夫
の
歳
一
つ
越
え
た
る
晩
夏
光　
　
　
　

柴
田　

一
世

句
敵
の
扇
子
の
風
も
ら
ひ
け
り　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

辻
堂
の
ド
ナ
ウ
奏
づ
る
晩
夏
か
な　
　
　

天
野
ユ
キ
海

そ
こ
そ
こ
に
星
を
散
り
ば
め
鱗
雲　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

体
育
の
日
に
ふ
と
偲
ぶ
東
京
の

　
　
　
　
　
　

五
輪
懐
か
し
今
回
は
夏　

濵
田
イ
サ
オ

再
び
は
帰
り
こ
ぬ
身
か
こ
の
世
に
は

　
　
　
　

時
は
無
限
と
北
斗
に
知
る
も　

独
活
山
強
実

未
だ
無
き
異
常
気
象
に
抗
い
て

　
　
　
　

仕
置
の
如
く
南
瓜
を
割
り
ぬ　

櫻
木
マ
サ
子

自
づ
か
ら
稔
り
し
稲
穂
は
こ
う
べ
を
垂
れ

　
　
　
　

奢
れ
る
者
の
反
り
て
哀
し
も　

仲
摩　

直
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

訪
れ
し
短
歌
の
友
に
励
ま
さ
れ

　

今
日
は
元
気
が
出
た
よ
あ
り
が
と
う　

大
塚　

成
子

暑
き
日
を
見
た
目
涼
し
き
冷
奴
も

　

半
分
の
又
半
分
に
足
り
る
さ
み
し
さ　

五
十
嵐
田
鶴

立
秋
の
証
の
如
く
道
の
端
に

　
　
　
　
　

小
さ
く
青
き
栗
の
毬
落
つ　

大
塚　

富
江

終
戦
の
七
十
三
回
追
悼
式
に

　

津
野
の
村
よ
り
百
八
名
の
命
を
憶
ふ　

平
井　

朝
子

浴
槽
に
爽
や
か
な
風
入
り
き
て

　
　
　
　

遥
か
に
見
ゆ
る
山
並
ぞ
よ
し　

木
村　

寛
子

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
縋す

が

る
空
蝉
夏
を
越
し

　
　
　
　

縮
ま
る
背
足
哀
し
さ
つ
の
る　

福
富　

廣
枝

日
は
沈
み
彩
帯
ぶ
る
半
月
中
天
に

　
　
　

刈
り
掛
け
の
稲
の
香
る
道
行
く　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

梨
八
つ
個
性
ぶ
つ
か
る
面
が
ま
え　
　
　

諌
山　

静
香

敗
戦
忌
思
い
き
り
盛
る
御
佛
飯　
　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

一
人
居
の
無
量
を
か
こ
つ
遠
花
火　
　
　

安
永　

藻
香

追
憶
の
柱
に
小
さ
な
麦
わ
ら
帽　
　
　
　

手
嶋
く
み
え

手
花
火
や
火
種
わ
け
あ
う
人
も
な
し　
　

牧
野
八
寿
子

ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。
記

録
は
６
ｍ
14
㎝
で
残
念
な
が
ら
予

選
落
ち
で
し
た
が
、
選
手
と
し
て

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
40（
１
９
６
５
）、
41
（
１

９
６
６
）
年
の
全
日
本
中
学
生
陸

上
競
技
大
会
で
は
５
ｍ
43
㎝
、
５

ｍ
90
㎝
と
、
２
年
連
続
で
中
学
新

記
録
を
樹
立
。
そ
の
後
、
昭
和
42

（
１
９
６
７
）年
に
開
催
さ
れ
た
第

51
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

か
ら
、
昭
和
49（
１
９
７
４
）年
の

第
58
回
大
会
ま
で
、
8
連
覇
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
は
現
在

ま
で
も
破
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昭
和
44（
１
９
６
９
）年

の
第
53
回
大
会
で
優
勝
し
た
６
ｍ

25
㎝
は
、
高
校
女
子
歴
代
記
録
の

第
８
位
と
し
て
、
今
も
そ
の
歴
史

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

問 役場まちづくり課文化財係（☎ 82-5964）歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～

【参考文献】「日本陸上競技連盟七十年史」1995 年

添
田
町
か
ら
世
界
へ
―
。

添
田
町
か
ら
世
界
へ
―
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
地
で
飛
ぶ

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
地
で
飛
ぶ

添
田
町
か
ら
世
界
へ
―
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
地
で
飛
ぶ

今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
は
、
添
田
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
、
山
下
博
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
山
下
さ
ん
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
走
り
幅
跳
び
で
出
場
し
ま
し
た
。

→
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
山
下
博
子
さ
ん

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会

式
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
39

（
１
９
６
４
）年
10
月
10
日
。
現
在

は
平
日
で
す
が
、
か
つ
て
は
、
体

育
の
日
で
祝
日
で
し
た
。
今
の
体

育
の
日
は
10
月
の
第
２
月
曜
日
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
２
年
後
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

２
０
２
０
年
に
限
り
、
開
会
式
が

行
わ
れ
る
７
月
24
日
に
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
以
降
は

体
育
の
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
日
へ

と
名
称
も
変
わ
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
４
年
に
１

度
開
催
さ
れ
る
世
界
的
な

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
が
、
添
田

町
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
走
幅
跳
び
選
手
の
山

下
博
子
さ
ん
で
す
。
山
下
さ
ん
は

昭
和
47（
１
９
７
２
）年
の
ミ
ュ
ン

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

空
手
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

サ
ー
フ
ィ
ン
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ト

の
４
競
技
が
新
た
に
追
加
。
平
成

20（
２
０
０
８
）年
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
最
後
に
正
式
競
技
種
目

か
ら
外
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
野

球
が
２
大
会
ぶ
り
に
復
活
し
ま
す
。

　

町
内
に
は
山
口
油
屋
福
太
郎
の

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
福

太
郎
め
ん
べ
い
」
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
も
あ
り
、
多
く
の
人
々

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
日
々
の
練
習
の
成

果
が
実
を
結
び
、
町
内
か
ら
将
来

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
誕
生
す

る
こ
と
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
ま
ち
づ

く
り
課
文
化
財
係
）】

　９月４日、上落合二
区の時津勢子さんが、
自宅近くの畑で一つの
ヘタから２本の実がな
った「双子のナス」を
収穫しました。時津さ
んは、平成24年には、
一
いちふじ
富士、二

にたか
鷹、三

さんなすび
茄子と

初夢に見ると縁起が良いと言われる三つ子のナス
が採れ、昨年は４本の実がなった四つ子のナスを
収穫。全国的に猛暑となった今年は五つ子かと考
えながら、収穫を楽しみに栽培に汗を流している
となんと出来たナスは双子でした。野菜作りとカ
ラオケが趣味で現在、82歳になる時津さん。「今年
は五つ子かと思ったけれど双子でした。なんにせ
よ、丹精込めて育てた自慢の野菜たちはどれも、と
てもかわいいですよ」と笑顔を見せいていました。

まちかど特派員投稿ま 稿

猛暑の夏の珍野菜!!

今年はかわいい双子のナスを収穫

時津勢子さん（上落合二）からの投稿です
←
２
つ
の
実
が
な
っ
た
ナ
ス
を
手
に
す
る
時
津
さ
ん　

 

←
か
わ
い
い
双
子
の
ナ
ス



　

 

境
事
務
所

 　
（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
７
５
）

▼
と
き　

10
月
27
日
土
10
時
〜
14
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技

　

術
専
門
学
校
（
小
竹
町
）

▼
内
容　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
製
作
実
演
、

　

か
べ
ぬ
り
塗
装
体
験
、
Ｖ
Ｒ
体
験
、

　

介
護
用
品
紹
介
、
模
擬
店
な
ど

▼
入
場
料　

無
料
／
駐
車
場
あ
り

問 

小
竹
高
等
技
術
専
門
学
校

　

 

（
☎
０
９
４
９
６
―
2
―
６
４
４
１
）

▼
と
き　

11
月
11
日
日
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街

　

道
屋
外
駐
車
場
（
大
任
町
）

▼
内
容　

は
し
ご
車
乗
車
体
験
、
煙

　

体
験
、
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、
Ｖ
Ｒ

　

消
火
訓
練
、
消
防
車
と
の
綱
引
き

　

な
ど

※
雨
天
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。
当

日
の
田
川
地
区
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
内
容
は
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

 

（
☎
44
―
６
２
５
６
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

県
内
の
町
村
の
自
慢
の
特
産
品
や

グ
ル
メ
、
加
工
品
が
大
集
合
。
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
伝
統
芸
能
な
ど
も
披
露

さ
れ
ま
す
。
添
田
町
か
ら
も
、
道
の

駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
や
、
篠
崎
川
魚

店
が
出
店
予
定
で
す
。

▼
と
き　

10
月
20
日
土
＝
10
時
30
分

　

〜
16
時
30
分
、
21
日
日
＝
11
時
〜

　

16
時

▼
と
こ
ろ　

天
神
中
央
公
園（
福
岡
市
）

問 

福
岡
県
町
村
会

　

 

（
☎
092
―
651
―
１
１
２
１
）

▼
と
き　

10
月
28
日
日
10
時
〜
15
時

▼
集
合
場
所　

福
岡
県
立
英
彦
山
青

　

年
の
家

▼
定
員　

30
人
／
参
加
費
無
料

▼
内
容　

自
然
観
察
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

　

ク
ラ
フ
ト
体
験

▼
申
込
期
限　

10
月
12
日
金

問 

福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
管

　

 

理
係
（
☎
82
―
５
９
６
3
）

▼
講
習
期
間　

10
月
19
日
金
か
ら
平

　

成
31
年
２
月
12
日
火
ま
で
の
火
曜

　

日
と
金
曜
日

▼
と
こ
ろ　

福
智
町
役
場
３
階

▼
申
込
要
件　

添
田
町
に
在
住
、
も

　

し
く
は
通
勤
・
通
学
を
し
て
い
る

　

中
学
生
以
上
で
、
手
話
講
習
会
の

　

入
門
編
を
修
了
し
て
い
る
方

▼
参
加
費　

無
料

問 

添
田
町
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福

　

 

祉
・
障
が
い
者
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

平
成
31
年
２
月
15
日
金
〜

　

20
日
水　

５
泊
６
日

▼
巡
拝
地
域　

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
地

　

域
（
マ
ニ
ラ
、
カ
リ
ラ
ヤ
、
タ
ク

　

ロ
バ
ン
、
オ
ル
モ
ッ
ク
な
ど
）

※
巡
拝
地
域
は
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

▼
対
象
者　

巡
拝
地
域
で
戦
没
し
た

　

福
岡
県
出
身
の
軍
人
、
軍
属
ま
た

　

は
準
軍
属
の
遺
族（
配
偶
者
、父
母
、

　

子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥
、
姪
）

▼
定
員　

15
人

▼
申
込
期
限　

11
月
20
日
火

問 

一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺
族
連
合

　

 

会
（
☎
092
―
761
―
０
０
１
２
）

▼
と
き　

随
時
（
対
象
の
空
家
が
無

　

く
な
り
次
第
終
了
）

▼
受
け
付
け　

役
場
住
環
境
整
備
課

▼
募
集
団
地　

添
田
町
営
住
宅
夢
の

　

里
団
地
、
真
木
団
地
（
３
階
建
て
）

　

６
戸

問 

役
場
住
環
境
整
備
課
建
築
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

▼
と
き　

10
月
21
日
日
（
受
付
９
時

　

30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

糸
田
町
町
民
体
育
館

▼
参
加
要
件　

添
田
町
に
在
住
で
身

　

体
に
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

▼
参
加
費　

無
料

問 

添
田
町
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福

　

 

祉
・
障
が
い
者
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

11
月
6
日
火　

10
時
30
分

　

飯
塚
ブ

ラ
ン
チ
で

は
、
ひ
と

り
親
家
庭

を
対
象
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支

援
や
養
育
費
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
受
付
日
時　

月
曜
〜
金
曜
９
時
〜

　

17
時
（
土
曜
と
第
１
・
第
３
日
曜

　

の
９
時
〜
16
時
も
受
け
付
け
）

▼
相
談
内
容　

▽
就
業
相
談
＝
来
所

　

相
談
・
出
張
相
談　

▽
養
育
費
相

　

談
＝
電
話
相
談　

▽
無
料
弁
護
士

　

相
談
＝
養
育
費
相
談
な
ど
の
結
果

　

弁
護
士
に
よ
る
助
言
が
必
要
と
判

　

断
さ
れ
た
場
合
、
弁
護
士
相
談
ク

　

ー
ポ
ン
を
配
布

※
そ
の
他
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
や
介

護
事
務
の
資
格
取
得
な
ど
の
支
援
も

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

　

 

塚
ブ
ラ
ン
チ

 　
（
☎
０
９
４
８
―
21
―
０
３
９
０
）

▼
と
き　

10
月
16
日
火
（
受
付
10
時

　

30
分
〜
11
時
30
分
）

　

〜
12
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
特
１
会
議
室

▼
対
象
者　

嘉
穂
郡
・
田
川
郡
在
住

　

の
人

▼
内
容　

相
談
支
援
員
が
、
相
談
内

　

容
に
応
じ
て
課
題
を
整
理
し
、
必

　

要
な
制
度
や
手
続
き
に
つ
な
ぐ
な

　

ど
支
援
し
ま
す

※
予
約
優
先
。

問 

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

 　
（
☎
44
―
８
６
３
１
）

▼
と
き　

10
月
20
日
土
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
市
民
事
暴
力
相
談

　

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
役
所
１
階
）

▼
相
談
方
法　

面
談
、
ま
た
は
相
談

　

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
９
４
８
―
22
―

　

３
８
８
３
）

問 

（
公
財
）福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推

　

 

進
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
092
―
651
―
８
９
３
８
）

▼
と
き　

10
月
13
日
土
10
時
〜
16
時

▼
相
談
方
法　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

　

092
―
714
―
０
６
１
６
）
で
の
電
話

　

相
談

▼
相
談
例　

退
去
後
多
額
の
原
状
回

　

復
費
を
請
求
さ
れ
た
、
賃
借
人
の

　

家
賃
滞
納
が
続
い
て
い
る　

な
ど

問 

福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

 

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

　

普
及
員
再
＝
11
月

　

17
日
土
、
普
及
員

　

１
日
目
（
全
３
日
）

　

＝
11
月
４
日
日

　

９
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
地
区
消
防
本
部（
田

　

川
市
）

▼
対
象
者　

田
川
市
郡
内
の
在
住
者

　

ま
た
は
勤
務
者

▼
申
込
期
限　

普
通
Ⅲ
＝
11
月
17
日

　

土　

普
及
員
再
＝
11
月
10
日
土
、

　

普
及
員
＝
10
月
28
日
日

問 
田
川
地
区
消
防
添
田
分
署

　

 

（
☎
82
―
０
５
０
０
）

▼
と
き　

11
月
１
日
木
〜
７
日
水

▼
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯

　

塚（
飯
塚
市
）

▼
対
象　

38
歳
か
ら
64

　

歳
ま
で
の
求
職
者

▼
定
員　

20
人（
応
募

　

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

／
受
講
料
無
料

▼
申
込
期
限　

10
月
23
日
火
必
着

問 

福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
477
―
６
０
８
８
）

　
「
ま
だ
ま
だ
現
役
で
働
き
た
い
」、　

「
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」と
考

▼
試
験
日　

12
月
16
日
日　

10
時

▼
試
験
会
場　

福
岡
県
立
大
学（
田
川
市
）

▼
試
験
種
類　

甲
種（
特
類
、第
１
類
〜

　

第
５
類
）、乙
種（
第
１
類
〜
第
７
類
）

▼
受
付
期
間　

書
面
申
請
＝
10
月
12

　

日
金
〜
25
日
木
、
電
子
申
請
＝
10

　

月
９
日
火
〜
22
日
月
17
時

※
郵
送
は
10
月
25
日
木
の
消
印
有
効
。

※
受
験
願
書
は
10
月
１
日
頃
か
ら
田

川
地
区
防
災
協
会
（
田
川
地
区
消
防

本
部
内
）
で
配
布
し
ま
す
。

問 

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

 

福
岡
支
部（
☎
092
―
282
―
２
４
２
１
）

【
自
衛
官
候
補
生
（
筆
記
）】

▼
試
験
日　

11
月
24
日
土

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐

　

屯
地

▼
試
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

の
人

▼
受
付
期
限　

11
月
13
日
火

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
と
き　

普
通
Ⅲ
＝
11
月
24
日
土　

え
て
い
る
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
、
第
二

の
人
生
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
16
日
金　

13
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所

▼
内
容　

生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た

　

め
の
健
康
づ
く
り
、
60
歳
か
ら
の

　

仕
事
探
し

▼
定
員　

20
人
／
参
加
費
無
料

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
個
別
相
談
実
施

　
（
要
予
約
）

問 

福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
432
―
２
５
４
０
）

　

町
立
小
学
校
に
勤
務
す
る
学
校
給

食
調
理
員
を
募
集

し
ま
す
。
意
欲
が

あ
り
、
健
康
な
人

は
、
ぜ
ひ
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
勤
務
日　

月
に
10
日
程
度（
10
日
未

　

満
の
勤
務
を
希
望
す
る
人
も
ぜ
ひ

　

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
賃
金　

日
額
６
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

２
〜
３
人
程
度

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

〜
14
時
30
分
／
予
約
不
要

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所

▼
内
容　

登
記
、
年
金
、
保
険
、
税

　

金
、
法
律
問
題
、
行
政
一
般
な
ど

　

に
関
す
る
相
談

問 

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

 　
（
☎
092
―
431
―
７
０
８
２
）

 

10
月
15
日
月
か
ら
21
日
日
ま
で
の

１
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

本
町
で
は
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
中
元
寺
公
民
館

　

10
月
15
日
月　

10
時
〜
15
時

▼
津
野
公
民
館

　

10
月
17
日
水　

10
時
〜
15
時

▼
彦
山
公
民
館
（
彦
山
地
区
総
合
セ

　

ン
タ
ー
）

　

10
月
18
日
木　

10
時
〜
15
時

▼
相
談
内
容　

登
記
や
相
続
、
道
路

　

の
維
持
管
理
や
安
全
対
策
、
年
金

　

や
税
金
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

　

る
こ
と
な
ど
、
く
ら
し
の
中
で
困

　

っ
て
い
る
こ
と

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障

　

 

が
い
者
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

10
月
19
日
金　

10
時
30
分
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Informationくらしに役立つ情報満載

募
集

試
験
・
講
座

自
衛
官
採
用
試
験

福
岡
県
海
外
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

団
員
追
加
募
集

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
技
能
講
座

消
防
設
備
士
試
験

救
命
講
習

身
障
運
動
会
参
加
者
募
集

〜
子
供
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
〜

給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト

手
話
受
講
者
募
集

相
談

く
ら
し
・
行
政
困
り
ご
と
相
談
所

町
内
で
巡
回
相
談
を
実
施

行
政
相
談
週
間

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

無
料
巡
回
相
談
会

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

養
育
費
相
談

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

町
営
住
宅
空
家
入
居
募
集（
随
時
）

ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア

英
彦
山 

秋
の
自
然
観
察
会

福
岡
県
も
の
づ
く
り

技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

た
が
わ
消
防
フ
ェ
ス
タ

賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー

〜
生
涯
現
役
で
い
こ
う
！
〜



は
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

問 

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

▼
と
き　

11
月
６
日
火
、
７
日
水

　

10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川（
田

　

川
市
）

▼
内
容　

▽
１
日
目
＝
就
活
の
コ
ツ
、

　

応
募
書
類
の
書
き
方　

▽
２
日
目

　

＝
面
接
の
コ
ツ
、
面
接
訓
練

▼
対
象
者　

38
歳
〜
64
歳
ま
で
の
求

　

職
者

▼
持
参
物　

筆
記
用
具
、履
歴
書（
な

　

く
て
も
可
）

問 

福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
433
―
７
７
８
０
）

　

域
で
育
む
〜
」

▼
内
容　

式
典
、
講
演
、
マ
リ
ン
バ

　

演
奏

▼
入
場
料　

無
料
／
託
児
あ
り
（
要

　

申
込
）、
手
話
通
訳
あ
り

問 

福
岡
県
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
健

　

 

康
増
進
課
（
☎
42
―
９
３
４
５
）

　

昨
年
度
は
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
164
万
９
７
９
６
円
の
赤

い
羽
根
共
同
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
福
岡
県
共
同
募
金
会

か
ら
121
万
４
１
０
０
円
が
添
田
町
に

配
分
さ
れ
、
一
人
暮
ら
し
家
庭
に
緊

急
ベ
ル
の
取
り
付
け
や
、
寝
た
き
り

老
人
年
末
見
舞
金
、

童
話
冊
子
購
入
な
ど

　７月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　８月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（±０）

今年の累計
３
０
０
１

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

21（＋４）
０（±０）
５（＋３）

今年の累計
147
０
32

  車上ねらい

納期限のお知らせ
● 10月31日水が納期限です
　▷町県民税（３期）
　▷国民健康保険税（４期）
　▷後期高齢者医療保険料（４期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　10月16日火、11月６日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　10月10日水（13時～）、12日金（15 時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　10月９日火、11月13日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　10月９日火（10時～）、25日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　10月３日水、11月７日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

相談

●人　口　9,964 人（ー41人）

●男　性　4,698 人（ー19人）

●女　性　5,266 人（－22人）

●世帯数　4,752世帯（ー６世帯）

●出生　２人

●死亡　14人

●転入　15人

●転出　44人

人の動き ８月末日現在（　）は前月比

　

蔵
書
点
検
・
空
調
改
修
工
事
の
た
め

▼
と
き　

10
月
29
日
月
〜
11
月
12
日

　

日
月

※
10
月
16
日
火
か
ら
28
日
日
ま
で
は

図
書
・
雑
誌
の
貸
し
出
し
冊
数
を
１

人
10
冊
ま
で
に
し
ま
す
。

問 

町
立
図
書
館（
☎
82
―
４
８
０
０
）

　

館
内
清
掃
・
設
備
点
検
の
た
め

▼
と
き　

11
月
12
日
月
・
13
日
火

問 

そ
え
だ
ジ
ョ
イ

　

 

（
☎
82
―
５
６
０
０
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
運
動
期
間　

10
月
１
日
月
〜
12
月

　

31
日
月

問 

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

▼
と
き　

11
月
９
日
金　

11
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
民
会
館

▼
対
象
者　

▽
金
婚（
結
婚
50
年
）＝

　

昭
和
43
年
１
月
１
日
〜
昭
和
43
年

　

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

　

▽
結
婚
60
年
＝
昭
和
33
年
１
月
１

　

日
〜
昭
和
33
年
12
月
31
日
ま
で
に

　

結
婚
し
た
夫
婦

※
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
該
当
者
に

　

10
月
１
日
か
ら
、
福
岡
県
の
最
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
金
額　

1
時
間
814
円

▼
効
力
発
生
日　

平
成
30
年
10
月
１
日

問 

福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

 

（
☎
092
―
411
―
４
５
７
８
）

▼
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　

▽
男　

４
，
０
６
７
人　

　

▽
女　

４
，
７
０
２
人

　

▽
計　

８
，
７
６
９
人

▼
在
外
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　

▽
男　

４
人　

▽
女　

３
人

　

▽
計　

７
人

問 
添
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

▼
と
き　

10
月
27
日
土　

10
時
〜
15

　

時
30
分
（
集
合
９
時
）

▼
集
合
場
所　

英
彦
山
ス
ロ
ー
プ
カ

　

ー
花
駅

▼
参
加
費　

４
０
０
０
円
（
衣
装
無

　

し
の
場
合
３
０
０
０
円
）

▼
内
容　

山
伏
の
衣
装
に
着
付
け
後
、

広報そえだ（平成 30年 10月号）　14

　

ろ
う
地
域
の
輪
」

▼
参
加
費　

会
員
＝
１
０
０
０
円
、

　

一
般
参
加
者
＝
無
料

▼
内
容　

表
彰
、
行
政
説
明
、
講
演
、

　

活
動
報
告
な
ど

問 

社
会
福
祉
法
人
福
岡
県
母
子
寡
婦

　

 

福
祉
連
合
会

　

 

（
☎
092
―
584
―
３
９
２
２
）

▼
と
き　

11
月
１
日
木　

13
時
30
分

　

〜
15
時
40
分
（
受
付
13
時
〜
）

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

▼
テ
ー
マ　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
が

　

健
や
か
に
育
つ
社
会
を
目
指
し
て

　

〜
子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
し
、
地

　

山
伏
ゆ
か
り
の
地
を
案
内
し
ま
す

▼
定
員　

30
人
（
中
学
生
以
上
）

問 

英
彦
山
門
前
町
同
好
会
事
務
局

　

 

野
北
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
８
２
９
５
―
０
７
２
５
）

▼
と
き　

10
月
17
日
水　

10
時

▼
と
こ
ろ　

そ
え
だ
ジ
ョ
イ
２
階

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障

 　

が
い
者
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

11
月
11
日
日　

10
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
（
春
日
市
）

▼
テ
ー
マ　
「
つ
な
ご
う
人
の
輪
、守

お
知
ら
せ

Informationくらしに役立つ情報満載

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

15　広報そえだ（平成 30年 10月号）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

◉臓器移植について、命について考えてみませんか

10月は臓器移植普及推進月間です
　臓器移植は、臓器の機能が低下し
たり、全く働かなくなったりする病
気の唯一の根治療法です。臓器提供
の意志がある人も、ない人も、運転
免許証や健康保険証のウラ面の「臓

器提供意思表示欄」に記入しておきましょう。

問 （公社）日本臓器移植ネットワーク（☎ 0120-78-1069）

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信信信

Vol. ⑥

選
挙
人
名
簿
定
時
登
録
者
数

（
９
月
３
日
現
在
）

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）髙
辻
つ
ぼ
み

　
（
中
津
野
）
▽（
故
）
玉
耒
ミ
ヤ
子

　
（
上
落
合
一
）▽（
故
）藤
川
ヨ
シ
ノ

　
（
一
ノ
宮
）▽
田
丸
ヒ
デ
子
（
峰
地
）

　

▽（
故
）宇
佐
見
正
生
（
町
四
）
▽

　
（
故
）
宮
城
靖
宣
（
庄
西
）
▽
（
故
）

　

山
本
カ
ヨ
（
庄
西
）

▼
初
盆
返
し　

▽
中
村
兼
敏
（
下
中

　

元
寺
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫
（
岩
瀬
）
▽

　

伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽
三
丸
十
七

　

子
（
添
田
中
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫（
岩

　

瀬
）
▽
伊
藤
麗
子（
添
田

　

中
）▽
三
丸
十
七
子
（
添

　

田
中
）

　
　
　
（
平
成
30
年
９
月
14
日
現
在
）

平
成
30
年
度

金
婚
式
・
結
婚
60
年
祝
賀
会

そ
え
だ
ジ
ョ
イ
休
館

町
立
図
書
館
休
館

　佐々木です。道の
駅歓遊舎ひこさん内
に、期間限定で、お
客様の休憩スペース
ができました。そこ
に歓遊舎スタッフお
手製のお手軽レシピ
集などを設置してい
ますのでひと息つき
ながら手に取ってご
覧ください。また、
毎週土日に私やスタ
ッフが町内産品を使って試食販売を行っていま
す。みなさんに商品のおいしさが伝わるようス
タッフと一生懸命考えていますので、ぜひ試食
してみてください。ご来館お待ちしています。

ほっとひと息つきませんか
歓遊舎内に休憩スペース設置

　　　●添田町地域おこし協力隊
　　　　　佐々木晋　隊員

　●
　

神吉隊員・松尾隊員による
鼻高々ワークショップ vol. ③～天狗鹿の革細工～

オリジナルサコッシュ作り

　県内で捕獲されたシカの革を、福岡の山
奥で加工してみませんか。やわらかく耐久
性に優れた鹿革で、オリジナルハンドメイ
ドの鹿革サコッシュ（肩掛けバッグ）作り
を行います。詳しくは添田町
地域おこし協力隊のフェイス
ブックを確認してください。

福
岡
県
最
低
賃
金
額
改
定

健
や
か
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム

40
歳
か
ら
の
２
日
間
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

戦
没
者
慰
霊
祭

ひ
こ
さ
ん
山
伏
の
里
探
訪

参
加
者
募
集

▶と　き　10月21日日
▶ところ　歓遊舎ひこさん

期間限定

■編集後記　

▶真木小のヒマワリの種が広島県で満開に。風船が
運んだ思いやりの心が交流で膨らんでいます（小林）
▶添田町の秋はイベントがたくさんです。みんなで
出かけましょう。（水上）
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平
成
30
年
10
月
号

そ
え
だ

2018

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

今
月
、
糸
田
町
と
川
崎
町
が
相
次
い
で
町
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
、

そ
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

▼
添
田
町
は
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
10
月
26
日
に
80
周
年
記
念
式

典
を
行
い
、
姉
妹
町
の
北
海
道
美
深
町
と
の
歓
迎
交
歓
会
・
岩
石
城

ま
つ
り
等
行
い
ま
し
た
。
80
周
年
時
の
世
帯
数
は
４
７
９
７
世
帯
、
人
口
１
万
４
７
５
７
人

で
し
た
。
ち
な
み
に
１
９
９
１
（
明
治
44
）
年
４
月
１
日
町
制
施
行
時
は
戸
数
２
５
３
７
戸
、

人
口
１
２
４
１
４
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
現
在
、
町
制
施
行
107
年
の
添
田
町
、
世
帯

数
４
７
８
２
世
帯
、
人
口
１
０
０
９
７
人
（
い
ず
れ
も
４
月
１
日
時
点
）
で
す
。
17
年
間
で

４
６
６
０
人
、一
年
で
約
270
人
の
減
少
で
す
。
あ
と
３
年
で
町
制
施
行
110
周
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
い
く
と
人
口
は
９
２
８
７
人
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
▼
人
口
に
関
す
る
少
子
化
問

題
に
つ
い
て
、
大
学
の
先
生
の
話
を
聞
き
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。
以
下
は
そ
の
要
約
で
す
。「
人

口
増
加
に
は
少
子
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
は
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
の
不
足
や

世
代
間
の
分
断
も
要
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
前
ま
で
は
、
親
と
子
の
職
業
が
だ
い
た

い
同
じ
で
あ
り
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
に
継
承
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

貴
重
な
労
働
力
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
老
後
を
支
え
て
く
れ
る
絆
で
し
た
。
そ
れ
が
、
戦
後

は
都
市
化
や
核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
親
の
職
業
と
子
ど
も
の
職
業
が
分
離
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
現
代
で
は
多
く
の
場
合
、
所
帯
を
持
つ
こ
と
と
家
業
を
継
ぐ
こ
と
の
間
に
は
何
の

関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
少
子
化
の
促
進
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
そ
も

そ
も
ヒ
ト
は
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
い
ホ
ル
モ
ン
が
出
る
と
子
ど
も
に
愛
着
を
感
じ
る
よ
う
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
の
少
子
化
の
状
況
を
変
え
る
手
立
て
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

一
つ
に
は
、
上
の
世
代
が
自
分
の
経
験
か
ら
子
育
て
の
面
白
さ
を
語
る
こ
と
で
す
。
特
に
小
さ

い
頃
か
ら
子
育
て
の
醍
醐
味
を
刷
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
▼
途
上
国
で
は
、
子

供
同
士
が
よ
く
接
触
し
な
が
ら
、
一
緒
に
育
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
経
験
を
す
る
と
赤

ち
ゃ
ん
や
幼
児
は
ど
う
い
う
生
き
も
の
で
、
泣
き
止
ま
な
い
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
っ
た
こ
と
を
小
さ
い
頃
か
ら
学
ぶ
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
自
身
が
大
人
に
な
っ
た

と
き
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
が
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
▼
そ
れ
が
、
今
の
日
本
で
は
６

歳
に
な
る
と
誰
も
が
小
学
校
に
集
め
ら
れ
、
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
育
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。
家
に
帰
っ
て
も
小
さ
な
子
と
日
常
的
に
接
触
す
る
機
会
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
と
共
に
過
ご
す
経
験
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
、な
か
な
か
子
育
て
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
ら
な
い
の
で
す
。
普
段
か
ら
赤
ち
ゃ

ん
と
接
し
、
子
育
て
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
や
す
い
よ
う
に
し
て
お
く
手
立
て
が
あ
れ
ば
、
少
子

化
を
少
し
は
解
消
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
子
育
て
中
の
人
へ
の
十
分
な
社
会

的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を

設
計
し
て
い
け
ば
、
少
し
ず
つ
出
生
率
は
戻
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
い
う

も
の
で
す
。何
か
施
策
に
生
か
せ
な
い
か
勉
強
中
で
す
。皆
さ
ん
も
ア
イ
デ
ア
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
添田町

●広島県
　三次市

約230㎞

・
広島市・山口市

　

昨
年
の

　

昨
年
の
1111
月
1010
日
、
真
木
小
学
校
３
年
生

日
、
真
木
小
学
校
３
年
生
1010
人
は
、
人
権
学
習
の
一
環

人
は
、
人
権
学
習
の
一
環

と
し
て
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
一
緒
に
風
船
に
つ
け
て
飛
ば

と
し
て
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
一
緒
に
風
船
に
つ
け
て
飛
ば

し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
岩
下
美
優
さ
ん
の
風
船
が
広
島
県
三
次
市

し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
岩
下
美
優
さ
ん
の
風
船
が
広
島
県
三
次
市

ま
で
飛
ん
で
い
き
、
こ
の
夏
、
交
流
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

ま
で
飛
ん
で
い
き
、
こ
の
夏
、
交
流
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
、 

交
流
で
花
開
く

◉
真
木
小
が
飛
ば
し
た
人
権
の
花
ヒ
マ
ワ
リ
の
種

　

昨
年
の
11
月
10
日
、
真
木
小
学
校
３
年
生
10
人
は
、
人
権
学
習
の
一
環

と
し
て
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
一
緒
に
風
船
に
つ
け
て
飛
ば

し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
岩
下
美
優
さ
ん
の
風
船
が
広
島
県
三
次
市

ま
で
飛
ん
で
い
き
、
こ
の
夏
、
交
流
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

←昨年、夫婦から
学校に届いた初め
ての手紙。その後、
夫婦と岩下さんの
交流がスタートし
ました

真木小３年生（当時）、岩下美優さ
んの飛ばした風船は約230㎞離

れた広島県三次市吉舎町の山間で暮ら
す夫婦の庭先に降りていました。10日
ほどたって、夫婦から最初の手紙が学
校に届きました。自分たちの飛ばした
ヒマワリの種が海や山、町を超えて遠
くはなれたところまで飛んで行ったこ
とに感動した岩下さんもすぐに返事を
書いて折り紙と一緒に送り、今も文通
が続いています。夫婦の住む地域では
子どもの声を聞くことがまれな状況ら
しく「遠い福岡の地に可愛い孫ができ
たよう」とうれしく思い、岩下さんも夫
婦を「自分のおじいちゃん、おばあちゃ
んみたいに優しい」と語っていました。

夏休み、岩下さんの自宅に夫婦か
ら大きなプレゼントが届きまし

た。長男・次男・三男と名付けられた３

本のヒマワリの写真と手作りの額でし
た。額は添田町から三次市まで旅した
風船でヒマワリを手作りした作品で、
岩下さんの未来がヒマワリのように明
るく大きく花開くようにと夫婦が願い
を込め作成したものでした。「風船がヒ
マワリになっていて感激した。いつか
広島まで会いに行きたい」と語る岩下
さんは、お礼に今年の夏休みの思い出
のひとつ、そえだ花火大会を張り絵に
して送るなど、風船が運んだ思いやり
の心が交流で膨らんでいます。

↑風船で作られたヒマワリの作品㊨と自身が作っ
　た花火の張り絵㊧を手にする岩下さん

三次市の夫婦から
送られてきた

ヒマワリ３兄弟の
写真

（７月23日撮影）

長男
７月18日開花
高さ228㎝
花の直径27㎝

三男
７月22日開花
高さ231㎝
花の直径19㎝

次男
７月19日開花
高さ226㎝
花の直径27㎝
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